
事 業 名 物部川 野外学習 

主 催 者 物部川漁業協同組合 

開 催 日 平成 24年 11月 30日（金曜日） 

開 催 場 所 物部川河川敷（アユ産卵場付近） 

主な参加者・人数 

 

南国市立国府小学校１・２年生（計 29人）、香南市立吉川小学校２年生（計 15 人） 

物部川漁協関係者、河川護岸工事施工業者（東山建設・福留開発）、国交省高知河川

国道事務所物部川出張所職員、県内水面漁業センター職員、県環境共生課職員 等 

事業の概要 

 

・地元南国市と香南市の小学生を物部川に招き、アユの産卵場見学やアユの一生を

学ぶことを通じて、清流を守ることの大切さを学びました。 

・許可を得て特別採捕が行われ、子どもた

ちに「物部川のアユ」を見てもらったあと、

高知県内水面漁業センター職員がアユの生

殖腺指数を調べるところを見学しました。 

 

 

 

 

 

・講師は物部川漁協の小松理事です。アユの一生や物部川の環境問題（濁りの長期

化、源流域の山の状況など）や、川の楽しさなどについて、たくさんの写真を使い

ながら分かりやすく教えていただきました。参加した子どもたちからは、「アユのえ

さは？」「物部川にアユは何匹いるの？」「アユのおいしい食べ方は？」など、質問

もたくさん寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・護岸工事をしている工事業者のみなさんか

らは、現在物部川で行われている工事の必要

性や工事現場での取組みなどについて教え

ていただきました。 

 

 

 

 

 


